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　宮城県女川町の災害廃棄物について
は、２４年３月から東京二十三区清掃一
部事務組合の清掃工場で受け入れが開
始されていますが、多摩地域の清掃工
場においても順次受け入れを開始して
います。
　◎西多摩衛生組合環境センター
　　＝６月１１日
　◎日野市クリーンセンター
　　＝６月１５日
　◎多摩ニュータウン環境組合
　　＝７月１１日
　◎多摩川衛生組合＝１０月（予定）　
　◎町田市町田リサイクル文化セン　
　　ター＝１１月（予定）
　◎八王子市戸吹清掃工場＝調整中
　◎柳泉園組合＝調整中
　各清掃工場で発生する焼却灰は、日
の出町にある東京たま広域資源循環組
合が管理するエコセメント化施設（二
ツ塚廃棄物広域処分場）で受け入れま
す。

　女川町の災害廃棄物の処理の流れ
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女　川　町
廃棄物選別処理施設での作業仮置場での

選別作業 廃棄物選別処理施設では、作業の過程で計３度の放射線量率測定を行います。
◆手選別エリア（コンベヤーライン）で、木くず、廃プラスチック、その他
の可燃物、不燃物、有害物・危険物に選別します（→①空間放射線量率の
測定）
◆選別された災害廃棄物は、種別ごとにストックヤード（一時保管所）に運
ばれます（→② 遮  蔽 放射線量率の測定）

しゃ へい

◆搬出する災害廃棄物（木くずなどの可燃性廃棄物）をコンテナに積み込み
ます（→③空間放射線量率の測定）

東京都で受け入れる災害廃棄物は、「木くず」「廃プラスチック」などの
可燃性廃棄物です。不燃物や有害物、危険物は搬出されません。

災害廃棄物は、倒
壊家屋やコンク
リート、家具、衣類、
草木類、ヘドロな
ど多岐に渡ります。
仮置場では、重機
やふるい選別機を
使って大まかに選
別作業を行います。

柳泉園組合東京たま広域資源循環組合

災害廃棄物は都内の清掃工場に搬入
され、柳泉園組合でも焼却される予定
です。
焼却の際には、バグフィルター（※）
が設置されているため、放射性物質を
焼却施設内で捕捉し、排ガスから大気
中への放出を防ぎます。

焼却灰は多摩地域の
リサイクルをさらに
進め、二ツ塚廃棄物
広域処分場の長期的
有効活用のため、エ
コセメント化します。

　現地での環境対策
◆女川町での放射線量率測定の概要

測定頻度測定内容測定場所

１ラインにつき
３地点、１時間ごと

空間放射線量率①選別エリア

コンテナ単位 遮  蔽 放射線量率
しゃ へい

②ストックヤード

コンテナごと
コンテナ積み込み後の
空間放射線量率

③コンテナ搬出時
（ストックヤード）

◆有害物、危険物などの除去
仮置場と廃棄物選別処理施設の両方において、手作業により実施

◆監視
東京都環境整備公社職員（現地常駐）

　女川町の災害廃棄物の放射能測定結果
◆東京都測定・２４年６月分（概要）

③コンテナ搬出時②ストックヤード①選別エリア

空間放射線量率
（μＳv/ｈ）
コンテナ両側面

 遮  蔽 放射線量率
しゃ へい

（μＳv/ｈ）
搬出物

空間放射線量率（μＳv/ｈ）

０.１０～０.１１
バックグラウン
ドエリア（Ｂ）

０.０８～０.０９
平均値：０.０８

（Ａ）０.０００～０.００３０.０９～０.１１選別エリア（Ａ）

搬出基準  Ａ≦０.０１
災害廃棄物がある
状態での測定値
（Ａ）が、０.０１μＳv/ｈ
を超えた場合、災害
廃棄物は搬出され
ません。

搬出基準  Ａ≦３×Ｂ
災害廃棄物がある状態での
測定値（Ａ）が、災害廃棄
物が無い状態での測定値
（Ｂ）の３倍を超えた場合、
災害廃棄物は搬出されませ
ん。

搬出物（２４年６月１日採取）

災害廃棄物
放射能濃度
（Bq/kg）

組成比
（％）

放射能濃度
（Bq/kg）組成

４０× ＋

１０５× ＋

１７６× 

＝５７

８０−１００
１４−１００
６−１００

８０ＮＤ（＜４０）木くず

１４１０５廃プラスチック

６１７６

ＮＤ（＜４０）紙くず
その他
可燃物

１４９繊維くず

１７６その他

※ＮＤとは「不検出」で、検出下限値以下であることを示します。木
くずのＮＤ（＜４０）は４０Bq/kgとして計算、その他可燃物は１７６Bq/kg
（その他）として計算します。
※環境省が示す災害廃棄物の受け入れ基準では、焼却前の災害廃棄物
（可燃物）の放射能濃度の目安として、２４０Bq/kg以下（十分な安全率
をもった基準）とされています。

柳泉園クリーンポート（焼却施設）

（※）バグフィルターとは

↑陸上
輸送

↑

陸上
輸送

↑ ↑

多摩地域での 
受け入れ状況

焼却灰

　災害廃棄物の試験焼却結果
　東京二十三区清掃一部事務組合では、女川町から発生した災害廃
棄物の受け入れに先立ち、災害廃棄物を法令などに適合した処理が
できることを確認するため、試験焼却を行いました。
　試験焼却では、同組合の施設で災害廃棄物をおおむね２０％の混合
比率で焼却した結果、排ガス・排水からは放射能は検出されず、焼
却灰などの放射能測定値は、通常ごみの焼却による出現範囲でした。
また、施設での空間放射線量率は、試験焼却実施前・実施中・実施
後で同程度で、災害廃棄物を焼却した影響は見られませんでした。

　多摩地域での放射線測定
　柳泉園組合では、週１回、施設の敷地内４カ所で空間放射線量を
測定します。また、月１回、焼却灰・飛灰・排ガスの放射性物質濃
度を測定します。
　東京たま広域資源循環組合では、月１回、施設の敷地内５カ所の
空間放射線量と、排ガス・汚泥・下水道放流水・エコセメント（製
品）の放射性物質濃度を測定します。

24.　8.　1524.　8.　15

会
員
募
集

　

◆
産
後
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
へ

そ
っ
こ
サ
ー
ク
ル
）　

第
２
・
第

４
月
曜
日
の
午
前　

時
半
～
正

１０

午
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
１
回
２
０
０
０
円
。
産
後

１
カ
月
か
ら
。
６
カ
月
児
ま
で

同
伴
可
。
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
は

予
約
制
。
詳
し
く
は
坂
本
☎
４

７
１
・
０
３
８
８
へ
。

　

◆
水
泳
・
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン

グ（
東
久
留
米
市
水
泳
連
盟
）　

月
曜
～
金
曜
日
、
柳
泉
園
グ
ラ

ン
ド
パ
ー
ク
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
。
連
盟
会
費
月
１
０
０

円
と
練
習
会
費
１
回
７
５
０
円
。

　

歳
以
上
で
健
康
な
方
。
初
心

１６者
歓
迎
。
詳
し
く
は 
坂  
内 
☎
０

ば
ん 
な
い

９
０
・
４
８
１
４
・
３
６
７
５

へ
。

　

◆
日
本
画（
杉
の
会
）　

第
１

土
曜
日
の
午
前　

時
～
正
午
、

１０

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

月
２
０
０
０
円（
材
料
費
込
み
）。

初
心
者
に
も
個
別
に
丁
寧
に
指

導
。
詳
し
く
は
中
島
☎
４
５

８
・
６
４
７
０
へ
。

　

◆
く
る
め
水
墨
画　

第
１
・

第
３
木
曜
日
の
午
前　

時
～
正

１０

午
、
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
２
０
０
０
円
。
講
師
は

日
本
水
墨
画
協
会
会
員
。
初
心

者
歓
迎
。
詳
し
く
は
朝
倉
☎
４

７
１
・
０
３
３
４
へ
。

　

◆
韓
国
語
同
好
会　

第
１
～

第
３
水
曜
日
の
午
前　

時
半
～

１０

　

時
半
、
大
門
町
一
丁
目
で
。

１１会
費
１
回
５
０
０
円
。
入
門
～

初
級
。
文
化
、
韓
流
ド
ラ
マ
な

ど
で
楽
し
く
学
び
ま
す
。
見
学

自
由
。
詳
し
く
は
猪
又
☎
４
７

７
・
７
０
７
２
へ
。

　

◆
混
声
合
唱
団
グ
レ
イ
ス　

月
３
回
。
木
曜
日
午
後
１
時
～

３
時
半
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー

ほ
か
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
。

会
費
月
２
０
０
０
円
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
主
体
に
混
声
４
部
で
。

ア
ル
ト
、
バ
ス
歓
迎
。
未
経
験

者
も
ど
う
ぞ
。
詳
し
く
は
磯
島

☎
４
７
４
・
２
５
５
８
へ
。

　

◆
ラ
イ
タ
ー
ナ
ビ　

月
１
回
。

木
曜
日
午
後
１
時
半
～
３
時
半
、

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
半
年
３
０
０
０
円
。
エ
ッ

セ
イ
、
自
分
史
な
ど
を
書
い
て
、

相
互
に
批
評
、
推
敲
、
添
削
を

し
ま
す
。
詳
し
く
は
渡
辺
☎
４

５
８
・
９
１
９
０
へ
。

　

◆
若
葉
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル　

第
３
金
曜
日
の
午
後
零
時　

分
４０

～
３
時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
。
会
費
月
１
２
０
０
円
。
プ

ロ
の
写
真
家
が
指
導
。
初
心
者

歓
迎
。
詳
し
く
は
田
村
☎
４
２

４
・
５
４
０
１
へ
。

　

◆
福
島
県
人
会　

市
内
の
各

地
域
セ
ン
タ
ー
で
活
動
。
会
費

年
１
０
０
０
円
。
市
内
在
住
で

福
島
に
縁
の
あ
る
方
、
福
島
を

愛
し
、
興
味
関
心
の
あ
る
方
。

詳
し
く
は
土
居
☎
０
５
０
・
３

６
３
５
・
８
６
４
０
へ
。

　

◆
東
久
留
米
ペ
ン
習
字
会　

月
２
回
。
月
曜
日
午
前　

時
半

１０

～
正
午
ほ
か
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
３
０
０
円
。

会
費
月
２
３
８
０
円
ほ
か
。
詳

し
く
は
佐
藤
☎
４
５
７
・
５
０

３
３
へ
。

　

◆
歌
林
短
歌
会　

第
３
水
曜

日
の
午
後
１
時
半
～
３
時
半
、

中
央
図
書
館
で
。
会
費
月
１
０

０
０
円
。
明
る
い
人
の
集
ま
り
。

少
人
数
な
が
ら
楽
し
い
歌
会
で

す
。
初
心
者
歓
迎
。
見
学
可
。

詳
し
く
は
中
村
☎
４
７
２
・
９

８
１
３
へ
。

　

◆
東
久
留
米
ラ
グ
ビ
ー
「
K

R
C
」　

毎
週
日
曜
日
の
午
前

９
時
～
正
午
、
東
部
運
動
広
場

で
。
会
費
月
１
０
０
０
円
。
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
有
り
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
小
林
☎
４
７
５
・
８

４
６
２
へ
。

　

◆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
ウ

イ
ン
グ
ス
）　

毎
週
水
曜
・
金
曜

日
の
午
前　

時
～
正
午
、
南
町

１０

運
動
広
場
、
滝
山
球
場
で
。
会

費
月
６
０
０
円
ほ
か
。
詳
し
く

は
金
子
☎
０
９
０
・
９
８
５
８
・

３
３
７
３
へ
。

　

◆
ヘ
ル
シ
ー
体
操（ 
美  
楽  
留 
）

み 
ら
く 
る

　

月
１
回
。
月
曜
日
午
前　

時
１０

～　

時
半
、
さ
い
わ
い
福
祉
セ

１１
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
５
０
０
円
。

会
費
年
１
２
０
０
０
円
。
い
つ

ま
で
も
若
く
美
し
い
体
作
り
。

体
幹
を
鍛
え
ま
す
。
無
料
体
験

有
り
。
詳
し
く
は
矢
花
☎
４
７

８
・
８
７
６
８
へ
。

催

し

　

◆
落
笑
会
（
東
久
留
米
市
盲

人
会
「
か
た
つ
む
り
」）　

８
月

　

日
（
日
）
午
後
３
時
開
演

１９（
開
場
は
２
時
半
）、
さ
い
わ

い
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

で
。
入
場
料
無
料
。
寄
席
。
盲

人
の
ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
家
４
人

が
出
演
。
詳
し
く
は
大
塚
☎
４

７
４
・
２
２
８
２
へ
。

　

◆
こ
れ
か
ら
の
防
災
・
危
機

管
理
～
個
人
の
備
え
と
組
織
の

対
応（
東
久
留
米
経
友
会
）　

９

月
７
日
（
金
）
午
後
４
時
開
演

（
開
場
は
３
時
半
）、
成
美
教

育
文
化
会
館
で
。
入
場
料
無
料
。

詳
し
く
は
野
崎
☎
４
７
２
・
３

８
０
９
へ
。

　

◆
論
語
の
勉
強
会
（
東
久
留

米
市
・
論
語
素
読
の
会
）
８
月

　

日
（
日
）、
９
月　

日
（
日
）

１９

１６

い
ず
れ
も
午
前　

時
半
～
正
午
、

１０

市
民
プ
ラ
ザ
会
議
室
で
。
参
加

費
３
０
０
円
。
９
月　

日（
日
）

１６

は
特
別
例
会
。
須
藤
明
実
先
生

を
招
き
、
論
語
孔
子
の
背
景
を

語
る
。
詳
し
く
は 
比  
田  
井 
☎
０

ひ 

だ 

い

９
０
・
８
８
７
８
・
８
７
６
０

へ
。

　

◆
滝
山
・
前
沢
み
ん
な
の
夏

祭
り（
同
実
行
委
員
会
）　

８
月

　

日
（
土
）・　

日
（
日
）。
交

２５

２６

通
規
制
は
午
後
３
時　

分
～
７

４５

時　

分
。
滝
山
中
央
バ
ス
通
り

４５
お
よ
び
周
辺
会
場
。
参
加
費
無

料
。
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
横
井
☎
４
７

６
・
１
５
４
８
へ
。

 

「
市
民
伝
言
板
」
後
期
分
の
受
け
付
け

を
９
月
３
日
か
ら
開
始
し
ま
す

　

広
報
ひ
が
し
く
る
め
「
市
民
伝
言
板
」
の
後
期
分

（　

月　

日
号
～　

年
４
月
１
日
号
掲
載
分
）
の
受

１０

１５

２５

け
付
け
は
、
９
月
３
日
（
月
）
午
前
８
時
半
か
ら
企

画
調
整
課
秘
書
広
報
担
当
（
市
役
所
４
階
）
で
行
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
担
当
☎
４
７
０
・
７
７
０
８
へ
。

し
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
被
災
地
か
ら
災
害
廃
棄

物
を
搬
出
す
る
前
に
放
射
線
量
を

測
定
し
ま
す
。
そ
の
数
値
の
高
い

災
害
廃
棄
物
は
、
現
地
か
ら
搬
出

し
ま
せ
ん
。

　

都
内
に
受
け
入
れ
た
後
も
放
射

線
測
定
を
行
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
測
定
結
果
は
都
環
境

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

Ｑ
４　

災
害
廃
棄
物
を
焼
却
し
て

放
射
性
物
質
が
飛
散
し
な
い
の
で

す
か
。

Ａ
４　

現
在
、
都
内
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
廃
棄
物
を
焼
却
し
て
い
る

施
設
で
も
、
焼
却
灰
か
ら
は
放
射

性
物
質
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
（
※
）
を
は
じ

め
、
国
の
処
理
方
針
に
適
合
し
た

排
ガ
ス
処
理
設
備
が
備
わ
っ
て
い

る
た
め
、
排
ガ
ス
か
ら
は
検
出
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

被
災
地
の
焼
却
試
験
で
も
、
同

様
に
、
排
ガ
ス
の
放
射
性
物
質
濃

度
を
測
定
し
ま
し
た
が
、
検
出
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
受
け
入
れ
開
始
後
も
、
引

き
続
き
放
射
線
測
定
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
都
環
境
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
ま
す
。

Ｑ
５　

８
０
０
０
B
q
／
㌔
㌘
以

下
と
は
い
え
、
そ
う
し
た
焼
却
灰

を
埋
め
立
て
て
大
丈
夫
な
の
で
す

か
。

Ａ
５　

国
の
「
災
害
廃
棄
物
の
処

理
の
方
針
」
で
安
全
な
管
理
と
し

て
示
し
て
い
る
通
り
、
雨
水
を
は

じ
め
と
し
た
浸
出
水
が
、
海
を
は

じ
め
外
部
に
漏
れ
出
さ
な
い
よ
う

に
管
理
さ
れ
た
埋
め
立
て
処
分
場

に
お
い
て
、
焼
却
灰
が
飛
散
し
な

い
よ
う
に
土
で
覆
っ
て
埋
め
立
て

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
８
０
０
０
B
q
／
丼
乘

と
い
う
基
準
は
、
焼
却
灰
の
近
く

で
埋
め
立
て
作
業
を
行
う
作
業
員

の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
水
準
と
し

て
国
が
定
め
た
も
の
で
す
。
埋
め

立
て
処
分
場
は
一
般
の
方
は
立
ち

入
り
で
き
な
い
場
所
で
あ
り
、
住

民
の
健
康
、
安
全
上
の
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ
６　

多
摩
地
域
の
焼
却
灰
は
、

エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
施
設
に
持
ち
込

ま
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
が

大
丈
夫
な
の
で
す
か
。

Ａ
６　

現
在
、
都
内
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
廃
棄
物
を
焼
却
し
て
い
る

施
設
で
も
、
焼
却
灰
か
ら
は
放
射

性
物
質
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

多
摩
地
域
の
焼
却
灰
を
受
け
入
れ

て
い
る
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
施
設
で

は
、
エ
コ
セ
メ
ン
ト
（
製
品
）、
排

ガ
ス
、
排
水
な
ど
の
放
射
性
物
質

濃
度
を
測
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

濃
度
は
、
エ
コ
セ
メ
ン
ト
（
製
品
）、

排
ガ
ス
と
も
に
不
検
出
で
あ
り
、

環
境
保
全
上
の
支
障
は
あ
り
ま
せ

ん
。

Ｑ
７　

宮
城
県
女
川
町
の
災
害
廃

棄
物
は
、
都
内
の
ど
こ
で
処
理
す

る
の
で
す
か
。

Ａ
７　

木
く
ず
な
ど
の
可
燃
性
廃

棄
物
で
あ
る
た
め
、
都
内
自
治
体

の
清
掃
工
場
で
処
理
し
ま
す
。

Ｑ
８　
　

年
５
月
に
、
宮
城
県
の

２４

災
害
廃
棄
物
処
理
対
象
量
の
見
直

し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
宮
城
県
女

川
町
の
災
害
廃
棄
物
の
処
理
依
頼

量
に
変
更
は
な
い
の
で
す
か
。

Ａ
８　

宮
城
県
女
川
町
の
災
害
廃

棄
物
処
理
依
頼
量
は
、　

万
亅
か

１０

ら
６
万
１
０
０
０
亅
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

　

以
上
、
都
環
境
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.kankyo.

m
etro.tokyo.jp/resource/
disaster-waste/index.html

）
か

ら
抜
粋
。

宮
城
県
女
川
町

宮
城
県
女
川
町
のの

災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
を
始
め

災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
を
始
め
るる

予
定
で

予
定
で
すす

　

昨
年
３
月　

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
東
北
地
方
に
お
い
て
膨
大
な
量
の

１１

災
害
廃
棄
物
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
、
そ
の
処
理
が
進
ま
ず
、
復
興
に
向
け
た
支

障
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
岩
手
・
宮
城
の
両
県
で
は
、
全
力
で
災
害
廃
棄
物
の
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

処
理
施
設
が
不
足
し
、
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
被
災
地
の
１
日
も
早
い
復
興
に
向

け
て
、
災
害
廃
棄
物
の
早
急
な
処
理
は
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、
廃
棄
物
の
処
理
施
設
に
余

力
の
あ
る
全
国
の
自
治
体
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
災
害
廃
棄
物
の

処
理
（
広
域
処
理
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年　

月
に
東
京
都
市
長
会
で
は
、
同
年
７
月
に
都
が
公
表
し
た
受
け
入
れ
計
画
に
賛
同

１１

し
、
宮
城
県
女
川
町
の
災
害
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
柳
泉
園
組
合
で
は
、
多
摩
地
域
の
総
意
と
し
て
、
宮
城
県
女
川
町
の
災
害

廃
棄
物
の
受
け
入
れ
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ご
み
対
策
課
☎
４
７
３
・
２
１
１
７
へ
。

女
川
町
災
害
廃
棄
物 

受
け
入
れ
に
係
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１　

ど
う
や
っ
て
災
害
廃
棄
物

の
受
け
入
れ
を
決
め
た
の
で
す 

か
。

Ａ
１　
「
東
京
緊
急
対
策
２
０
１

１
」（　

年
５
月　

日
）
の
中
で
受

２３

２７

け
入
れ
る
考
え
を
示
し
た
後
、　
２３

年
都
議
会
第
２
回
定
例
会
（　

年
２３

６
月
）
に
お
い
て
、
都
知
事
は
所

信
表
明
で
「
被
災
地
の
復
旧
に
立

ち
は
だ
か
る 
瓦  
礫 
に
つ
い
て
は
、

が 
れ
き

区
市
町
村
や
民
間
と
共
同
し
て
都

内
に
受
け
入
れ
、
処
理
に
協
力
し

て
い
く
」
と
述
べ
、
都
議
会
は
受

け
入
れ
支
援
の
た
め
の
補
正
予
算

を
全
会
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
経
て
、
都
議
会
第
３

回
定
例
会
（　

年
９
月
）
で
都
知

２３

事
は
、
岩
手
県
知
事
の
依
頼
を
受

け
、
岩
手
県
の
災
害
廃
棄
物
を
受

け
入
れ
る
こ
と
を
表
明
し
、　

年
２３

９
月　

日
、
岩
手
県
と
処
理
協
定

３０

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

年　

月　

日
に
女
川

２３

１１

２４

町
、
宮
城
県
、
東
京
都
市
長
会
お

よ
び
都
が
基
本
合
意
を
締
結
し
ま

し
た
。

Ｑ
２　

な
ぜ
、
宮
城
県
の
う
ち
、

女
川
町
の
災
害
廃
棄
物
を
受
け
入

れ
る
こ
と
と
し
た
の
で
す
か
。

Ａ
２　

宮
城
県
が
災
害
廃
棄
物
の

処
理
を
事
務
委
託
さ
れ
て
い
る
市

町
村
の
う
ち
、
女
川
町
は
平
地
に

公
共
用
地
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
や

む
を
得
ず
民
有
地
を
仮
置
き
場
に

し
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
早
急
な

処
理
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

い
ち
早
く
分
別
作
業
を
進
め
て
い

て
、
搬
出
の
準
備
が
整
っ
て
い
る

た
め
、
受
け
入
れ
を
決
定
し
ま
し

た
。

Ｑ
３　

放
射
能
を
帯
び
た
災
害
廃

棄
物
を
受
け
入
れ
て
も
大
丈
夫
な

の
で
す
か
。

Ａ
３　

国
の
「
広
域
処
理
推
進
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
示
さ
れ
て
い
る

基
準
（
焼
却
灰
の
放
射
性
物
質
濃

度
が　

８
０
０
０
B
q
／
丼
乘
以

下
）
を
満
た
す
も
の
を
受
け
入
れ

て
処
理
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
宮
城
県
で
は
災
害

廃
棄
物
の
焼
却
試
験
を
実
施
し
て

い
て
、
焼
却
灰
の
放
射
性
物
質
濃

度
は
普
通
ご
み
を
焼
却
し
た
時
で

２
２
０
０
B
q
／
丼
乘
、
普
通
ご

み
に
災
害
廃
棄
物
を　

舒
混
合
し

２０

て
焼
却
し
た
時　

で
２
３
０
０
B

q
／
丼
乘
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認

【東京都・多摩地域の災害廃棄物受け入れまでの経緯】
内　容日　付

東京都市長会にて、東京都における災害廃棄物の受け入れについて、スキームを公表。
多摩地域での受け入れ可能清掃工場は、発電設備を有する７清掃工場とした２３年７月２５日

災害廃棄物の受け入れに伴う清掃工場周辺住民への説明については、搬入団体が清掃
工場周辺住民への説明会を実施することとした　　９月１４日

東京都市町村清掃協議会において以下の事項を確認
・多摩地域での受け入れ可能施設は発電設備を有する７清掃施設とする
・持ち込み手数料は、２５,０００円とする
・受け入れの条件は、清掃工場周辺住民の合意や議会の理解が得られることとする

　　１０月１１日

宮城県女川町の災害廃棄物の処理に関する基本合意書の取り交わし　　１１月２４日

大田清掃工場周辺の住民説明会を実施　　１２月７日

大田清掃工場へ災害廃棄物を搬入（試験焼却分）
試験焼却期間は、１２月１３日～１４日

　　１２月１０日
　　　　１３日

品川清掃工場周辺の住民説明会を実施　　１２月１３日

品川清掃工場へ災害廃棄物を搬入（試験焼却分）
試験焼却期間は、１２月２０日～２１日

　　１２月１７日
　　　　２０日

災害廃棄物を焼却するに当たり、東京都放射能管理マニュアルに即して実施すること、
また、７清掃施設における受け入れの最終判断は、単独自治体は市長、一部事務組合
については、正副管理者の判断によることを確認

２４年１月３０日

災害廃棄物試験焼却測定結果公表
（東京二十三区清掃一部事務組合ホームページ参照）１月３１日

宮城県女川町の災害廃棄物受け入れの清掃工場による住民説明会　　２月　　

東京二十三区清掃一部事務組合の１９清掃工場において、受け入れを開始　　３月２日

岩手県・宮城県による災害廃棄物推計量を見直した結果、東京都が受け入れる宮城県
女川町の災害廃棄物の受け入れ量が１０万トンから６万１,０００トンへ変更　　５月２２日

多摩地域の清掃工場としては初めて、西多摩衛生組合環境センターで女川町の災害廃
棄物の受け入れを開始　　６月１１日

日野市クリーンセンターで女川町の災害廃棄物の受け入れを開始　　６月１５日

多摩ニュータウン環境組合で女川町の災害廃棄物の受け入れを開始　　７月１１日

【柳泉園組合受け入れまでの経緯】
内　容日　付

柳泉園組合正副管理者会議において、女川町の災害廃棄物受け入れの意思決定２４年２月１３日

周辺自治会臨時協議会にて、女川町の災害廃棄物の受け入れを説明し、一定の理解を
得て合意　　２月２０日

柳泉園組合議会にて、災害廃棄物の受け入れを説明　　２月２２日

３市合同住民説明会を実施　　４月５日

ベ
ク
レ
ル
（
B
ｑ
）
と

シ
ー
ベ
ル
ト
（
S
ｖ
）

　

ベ
ク
レ
ル
（
B
q
）
＝
放
射
性

物
質
が
放
射
線
を
出
す
能
力
を
表

す
単
位
。
１
ベ
ク
レ
ル
は
１
秒
間

に
１
個
の
原
子
核
が
崩
壊
し
て
い

る
こ
と
を
表
し
ま
す
。

　

シ
ー
ベ
ル
ト
（
S
v
）
＝
放
射

線
に
よ
る
人
体
へ
の
影
響
度
合
い

を
表
す
単
位
。
放
射
線
か
ら
受
け

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
に
、
法
令
で
定

め
ら
れ
た
係
数
（
放
射
線
の
種
類
、

受
け
た
体
の
部
位
な
ど
に
よ
り
定

め
ら
れ
る
）
を
乗
じ
て
算
出
し
ま

す
。

被災地での処理施設の不足で、処理しきれない廃棄物。
その受け入れにご理解とご協力をお願い致します

陸上
輸送

鉄道
輸送

搬出する災害廃棄物は、
密閉されたコンテナに格
納・封印した上で、あら
かじめ決められた経路を
通って輸送されます。

二ツ塚廃棄物広域処分場（日の出町）


